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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　固定台座と、前記固定台座に接続されている標準マイクロフォンと、前記固定台座と前
記標準マイクロフォンとを接続固定するための固定用ブラケットとを含み、前記固定台座
が複数の支持柱を介してサポートされ前記固定用ブラケットに固定されており、
　前記固定台座においてイヤホンの外殻部に接触する位置に封止体が設けられ、当該封止
体が、イヤホンを収納するためのイヤホン収納部を形成するとともに、前記イヤホン収納
部にイヤホンの柄を配置するための溝が設けられ、前記固定台座に音の漏れ溝が設けられ
ており、前記音の漏れ溝の位置はイヤホン収納部におけるイヤホンの漏洩孔の位置に対応
しており、
　前記固定台座において標準マイクロフォンの外殻部に接触する位置に封止体が設けられ
、当該封止体が、標準マイクロフォンと接続するためのマイクロフォン接続部を形成し、
　前記イヤホン収納部に収納されているイヤホンと前記マイクロフォン接続部に接続され
ている標準マイクロフォンとは前記固定台座内において互いに連通しているイヤホン試験
装置。
【請求項２】
　前記固定台座の内部に該固定台座を貫通する貫通部が設けられており、
　前記イヤホン収納部が前記固定台座上及び前記貫通部の中に位置し、前記マイクロフォ
ン接続部が前記固定台座上及び前記貫通部の中に位置し、
　前記イヤホン収納部に収納されているイヤホンが前記マイクロフォン接続部に接続され
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ている標準マイクロフォンと前記固定台座内において前記貫通部を介して互いに連通して
いる請求項１に記載のイヤホン試験装置。
【請求項３】
　イヤホン試験装置であって、さらにチャック装置を含み、
　前記チャック装置が固定用ブラケットに取り付けられ、且つ前記チャック装置のコレッ
トが前記イヤホン収納部の位置に対応しており、前記チャック装置がクランプするとき、
チャック装置のコレットはイヤホン収納部内のイヤホンを押え、
　前記コレットはゴム又はシリコンゴムより製作されることを特徴とする請求項２に記載
のイヤホン試験装置。
【請求項４】
　前記チャック装置はチャック体支持台座及び該チャック体支持台座の上方に位置するチ
ャック体を含み、前記チャック体支持台座、前記チャック体及び前記固定用ブラケットに
おけるチャック装置の取り付ける位置に、それぞれに対応する取り付け孔が設けられ、
　複数の支持柱が前記チャック体、前記チャック体支持台座、及び前記固定用ブラケット
における取り付け孔を通して、前記チャック装置を前記固定用ブラケットに一体に固定す
る請求項３に記載のイヤホン試験装置。
【請求項５】
　前記固定台座が支持柱を介して前記固定用ブラケットに固定されることは、具体的には
、
　前記固定台座の上端部は固定台座の外に延伸した平板状フランジを有しており、前記平
板状フランジ及び固定用ブラケットの対応している位置にそれぞれ複数の取り付け孔が設
置され、
　複数の等長の支持柱の一端は前記平板状フランジの取り付け孔に固定され、前記複数の
等長の支持柱の他端は前記固定用ブラケットの取り付け孔に固定される請求項１に記載の
イヤホン試験装置。
【請求項６】
　前記固定用ブラケットにおいて前記固定台座を取り付ける位置にビアホールが設置され
、前記標準マイクロフォンは該ビアホールから前記固定用ブラケットを通して、前記固定
台座における前記マイクロフォン接続部に接続され又は分離される請求項１に記載のイヤ
ホン試験装置。
【請求項７】
　前記固定台座はステンレスより製作され、前記封止体はシリコンゴムより製作されてい
る請求項１～６のいずれか１項に記載のイヤホン試験装置。
【請求項８】
　前記固定台座は左イヤホン固定台座及び右イヤホン固定台座を含み、且つ前記左イヤホ
ン固定台座と前記右イヤホン固定台座との構造は対称的であり、いずれも複数の支持体を
介して前記固定用ブラケットに固定されている請求項７に記載のイヤホン試験装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、イヤホン研究開発の技術分野に関し、特に、イヤホンの試験装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　近年、社会の進展、科学技術の発展及び人々の消費観念の高まりにつれて、多くの消費
者によるイヤホンの高音質、高品質に対する要望はますます強まっており、このことは、
ユーザーへ高性能のイヤホン製品を提供するために、イヤホンの性能に対する試験方案に
は極めて高い精度及び安定性が求められることを同時に意味している。
【０００３】
　今は如何に安定的かつ高精度なイヤホンの試験方案を提供するかは、イヤホン業界の品
質及び生産に対する極めて大きな試練と挑戦である。
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【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　本発明は、従来技術において安定的、高精度なイヤホンの試験が実現されていないとい
う問題を解決するために、イヤホンの試験装置を提供する。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　上述した目的を達成するために、本発明の実施例は以下の技術を採用している。本発明
の実施例は、イヤホン試験装置を提供しており、前記装置は、固定台座、前記固定台座に
接続されている標準マイクロフォン、及び前記固定台座と前記標準マイクロフォンとを接
続固定するための固定用ブラケットを含み、前記固定台座が複数の支持体を介してサポー
トされて前記固定用ブラケットに固定されており、前記固定台座においてイヤホンの外殻
部に接触する位置に封止体が設けられ、当該封止体が、イヤホンを収納するためのイヤホ
ン収納部を形成し、前記固定台座の標準マイクロフォンに接触する位置に封止体が設けら
れ、当該封止体が、標準マイクロフォンと接続するためのマイクロフォン接続部を形成し
、前記イヤホン収納部に収納されているイヤホンと前記マイクロフォン接続部に接続され
ている標準マイクロフォンは前記固定台座内において互いに連通している。
【発明の効果】
【０００６】
　本発明の実施例の有益な効果としては、本発明の実施例提供されたイヤホン試験装置は
、封止体を用いて、イヤホン外殻部に接触することを実現したイヤホン収納部、及び標準
マイクロフォンに接触することを実現したマイクロフォン接続部を介して、音声の漏れを
有効に防止し、イヤホン試験装置のシール性を保証することができ、これにより試験結果
の精度を向上することができ、且つ、本発明は支持柱及び固定用ブラケットを介して固定
台座の安定性を保証することにより、イヤホン試験結果の安定性を向上することもできる
ということである。
【図面の簡単な説明】
【０００７】
　下記示した図面はあくまでも本発明の一部の実施例であり、当業者にとっては、創造的
労働性を寄与しない前提下で、これらの図面に基づいて他の図面を獲得することもできる
。
【図１】本発明の実施例に提供されているイヤホン試験装置の構造模式図である。
【図２】本発明の実施例に提供されている固定台座の縦断面図である。
【図３】本発明の実施例に提供されている固定台座、標準マイクロフォン及び固定用ブラ
ケットの分解した状態を示す構造模式図である。
【図４】本発明の実施例に提供されているチャック装置及び固定用ブラケットの分解した
状態を示す構造模式図である。
【図５】本発明の実施例に提供されている固定台座における封止体の構造模式図である。
【図６】本発明の実施例に提供されている標準マイクロフォンが固定台座に接続されてい
るときの封止体と標準マイクロフォンの縦断面の構造模式図である。
【図７】本発明の実施例に提供されているイヤホンがイヤホン試験装置に配置されたとき
の全体構造模式図である。
【発明を実施するための形態】
【０００８】
　本発明の目的、技術及び利点をより明らかにするために、以下、図面を参照しながら、
本発明の実施形態をさらに詳しく説明する。
【０００９】
　本発明の実施例により提供されているイヤホン試験装置は、固定台座、該固定台座に接
続されている標準マイクロフォン、及び該固定台座と標準マイクロフォンとを接続固定す
るための固定用ブラケットを含み、該固定台座が複数の支持体を介してサポートされて固
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定用ブラケットに固定されており、上述の固定台座のイヤホン外殻部に接触する位置に封
止体が設けられ、該封止体が、イヤホンを収納するためのイヤホン収納部を形成し、上述
の固定台座の標準マイクロフォンの外殻部に接触する位置に封止体が設けられ、該封止体
が、標準マイクロフォンと接続するためのマイクロフォン接続部を形成し、イヤホン収納
部に収納されているイヤホンとマイクロフォン接続部に接続されている標準マイクロフォ
ンは固定台座内において互いに連通している。
【００１０】
　さらに、上述の固定台座の内部に該固定台座を貫通する貫通部が設けられており、イヤ
ホン収納部が固定台座上及び貫通部の中に位置し、マイクロフォン接続部が固定台座上及
び貫通部の中に位置し、イヤホン収納部に収納されているイヤホンがマイクロフォン接続
部に接続されている標準マイクロフォンと固定台座内において貫通部を介して互いに連通
している。
【００１１】
　上述の貫通部は固定台座内部における材料除去により形成されてもよい。上述の封止体
は弾性体構造であってもよい。上述のイヤホン収納部は固定台座の上方に形成されるが、
これに限られず、また、上述のマイクロフォン接続部は固定台座の下方に形成されるが、
これに限られない。
【００１２】
　上述の説明から分かるように、本発明に提供されているイヤホン試験装置は、封止体を
用いて、イヤホン外殻部に接触することを実現したイヤホン収納部、及び標準マイクロフ
ォンに接触することを実現したマイクロフォン接続部を介して、音声の漏れを有効に防止
し、イヤホン試験装置のシール性を保証することができ、これにより試験結果の精度を向
上することできて、且つ、本発明は支持柱及び固定用ブラケットを介して固定台座の安定
性を保証することにより、イヤホン試験結果の安定性を向上することもできる。
【００１３】
　上述の実施例について、さらに、図１を参照して、本発明の実施例に提供されているイ
ヤホン試験装置の構造を説明する。図１はイヤホン試験装置が組み立てられた後の全体的
構造を示す。図１において、イヤホン試験装置は固定台座１及び固定用ブラケット２を含
み、本実施例における固定台座１は左イヤホン固定台座及び右イヤホン固定台座を含んで
おり、左イヤホン固定台と右イヤホン固定台座との構造は対称的になっている。
【００１４】
　固定台座１（例えば、左イヤホン固定台又は右イヤホン固定台座）は若干の支持柱１０
を介して固定用ブラケット２に固定され、固定台座１の下側に標準マイクロフォン３が設
けられ、ここで標準マイクロフォン３の感度及び周波数応答は既に正確にキャリブレーシ
ョンされており、標準マイクロフォン３がイヤホンから生じた音声を受信することにより
試験を行う。固定台座１の内部に、材料除去により形成され、固定台座を貫通した貫通部
（図１に示されていない）が設けられ、貫通部によりイヤホンと標準マイクロフォンとの
間の音声の連通を実現する。
【００１５】
　固定台座１上側のイヤホン外殻部に接触する位置には封止体が設けられており、好まし
くは、該封止体がシリコンゴム材であり、固定台座１と一体化するように成形し、イヤホ
ンを収納するイヤホン収納部を形成する。固定台座１下側の標準マイクロフォンに接続さ
れる位置には固定台座１と一体化するように成形した封止体が設けられており、該封止体
が標準マイクロフォン３と接続するマイクロフォン接続部を形成する。
【００１６】
　封止体の一部が固定台座１内の貫通部の領域に形成されるようになり、一部が固定台座
１（例えば、固定台座１の材料除去後の中抜いた部分の内壁上、固定台座１の外表面上）
に形成されるようになり、イヤホン収納部の形状はイヤホン収納部内に置かれたイヤホン
の外殻部本体の形状と一致しており、イヤホンがイヤホン収納部に収納されるとき、封止
体はより良くイヤホンの外殻部に密着することができるため、シール機能を効果的に果た
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して、音声の漏れを防止できる。さらに、該封止体は試験においてイヤホン外殻部を損壊
してしまうことを避けられるため、イヤホン外殻部の安全及び美観を保証することができ
る。
【００１７】
　イヤホン収納部としての封止体は、その一部が固定台座１内の貫通部の領域に形成され
るようになり、一部が固定台座１（例えば、固定台座１の材料除去後の中抜いた部分の内
壁上、固定台座１の外表面上）に形成されるようになり、そして標準マイクロフォン３を
マイクロフォン接続部と接続するとき、封止体はより良く標準マイクロフォンの外殻部に
密着することができることで、シール機能を効果的に果たして、音声の漏れを防止できる
。さらに、該封止体は試験において標準マイクロフォン３を損壊してしまうことを避けら
れるため、標準マイクロフォン３の外殻部の安全を保証することができる。
【００１８】
　図１に示すイヤホン試験装置はさらにチャック装置４を含み、チャック装置４の構造細
部について、下記実施例における相応的な説明を参照されたい。
【００１９】
　さらに、本実施例では図２を参照して固定台座１の構造を説明するが、イヤホン試験装
置の他の部分については他の実施例の関連説明を参照されたい。図２は固定台座１の縦断
面図を示しており、図中、固定台座１の貫通部は固定台座１中央部に上下方向（矢印標記
の通り）に中抜いた領域である。図２のグリッド標記の領域は封止体の縦断面であり、図
２に示すように、本実施例の固定台座１に配置された封止体は、その一部が固定台座１内
の貫通部の領域に形成され、一部が固定台座１の上に形成されている。
【００２０】
　該封止体の上部のイヤホン外殻部に接触する部分は、イヤホン収納部１６を形成してお
り、該封止体の下部の標準マイクロフォンに接続される部分はマイクロフォン接続部１７
を形成する。本実施例においてイヤホン収納部１６とマイクロフォン接続部１７とは、一
体的に形成した封止体により実現した。
【００２１】
　本実施例では図３を参照して、イヤホン試験装置の構造を説明するが、イヤホン試験装
置の他の部分については他の実施例の関連説明を参照されたい。図３は、固定台座１、標
準マイクロフォン３及び固定用ブラケット２の分解した状態を示す構造模式図である。
【００２２】
　固定台座１の中に中抜いた領域は貫通部であり、固定台座１の上端部は固定台座の外に
延伸した平板状フランジ１１を有しており、前記平板状フランジ１１に複数の取り付け孔
１２が設けられ、固定用ブラケット２において取り付け孔１２に対応する位置に取り付け
孔２１が設けられている。
【００２３】
　本実施例において複数の等長の支持柱１０の一端が平板状フランジ１１の取り付け孔１
２に固定され、複数の等長の支持柱１０の他端が固定用ブラケット２の取り付け孔２１に
固定される。例示的に、支持柱１０の数は４つでもよい。支持柱１０は中空のパイプ状構
造を有し、各部材を取り付けるとき、ボルトを中空の支持柱１０及び取り付け孔１２と取
り付け孔２１を通した後、ナットで固定して、これにより固定台座１を固定用ブラケット
と固定し結合させる。本実施例は複数本の等長中空の支持柱１０を採用する方式で、固定
台座１を安定的に、且つ水平に固定用ブラケット２に結合して、高さの差異によるチャン
バの変化を避けることができ、試験結果の正確性及び安定性を保証することができる。
【００２４】
　本実施例において、固定用ブラケット２の固定台座１を取り付ける位置にビアホール２
２が設置され、標準マイクロフォン３は該ビアホール２２を通って固定用ブラケット２を
貫通し、固定台座１にあるマイクロフォン接続部１３に接続されている。本実施例は、標
準マイクロフォン３がブラケットを貫通して固定台座に接続される方式を採用し、キャリ
ブレーションを行うとき、標準マイクロフォン３を繰出すだけでキャリブレーションを行



(6) JP 5861013 B2 2016.2.16

10

20

30

40

50

えばよく、試験装置全体を分解する必要がないため、試験装置構造の柔軟性を高めて、試
験操作を便利にした。
【００２５】
　本実施例では図４及び図５を参照して、イヤホン試験装置の構造を説明するが、イヤホ
ン試験装置の他の部分については他の実施例の関連説明を参照されたい。本実施例の試験
装置においてはさらにチャック装置４が設置されており（図１参照）、該チャック装置４
は、イヤホン収納部１６に収納された後のイヤホンを、その上側から固定し、これにより
、左右イヤホンがそれぞれ左イヤホン固定台座と右イヤホン固定台座において適切な、且
つ一致している位置に保持されるようになり、左右イヤホンの試験結果が一致しているこ
とを保証する。なおかつ、チャック装置４はイヤホンが試験中に勝手に移動しないように
機能するため、さらに試験の精度及び安定性を保証することができる。
【００２６】
　図４は、チャック装置４及び固定用ブラケット２の分解した状態を示す構造模式図を示
す。チャック装置４が固定用ブラケット２に設置され、且つチャック装置４のコレット４
０がイヤホン収納部の位置に対応しており、チャック装置４をクランプすると、チャック
装置４のコレット４０はイヤホン収納部内のイヤホンを押える。
【００２７】
　チャック装置４はチャック体支持台座４１及び該チャック体支持台座４１上方に位置す
るチャック体４２を含み、チャック体４２の一端部にはコレット４０を取り付けるための
孔が設けられている。本実施例においてコレット４０は軟質の材料、例えばゴム又はシリ
コンゴム、を用いて製作され、これによりイヤホンがチャンバに収納された後チャンバと
非常に密着して結合することができ、音声の漏れを防止し、試験の精度を向上することが
できる。
【００２８】
　チャック体支持台座４１には取り付け孔４１０が設けられ、チャック体４２には取り付
け孔４２０が設けられ、固定用ブラケット２のチャック装置４を取り付ける位置にはそれ
ぞれ取り付け孔２３が設けられている。
【００２９】
　複数の支持柱１０（図１参照）がチャック体４２に取り付け孔４１０、チャック体支持
台座４１の取り付け孔４２０及び固定用ブラケット２の取り付け孔２３を通して、チャッ
ク装置４を固定用ブラケット２に固定される。
【００３０】
　本発明実施例における固定台座はステンレスなどのような硬さが大きい材質から製作さ
れてもよく、固定台座が形成された後、固定台座内部に材料除去（中抜き）により貫通部
が形成され、そして金型と溶解されたゴム材料を用いて、一体的にイヤホン収納部及びマ
イクロフォン接続部が含まれる封止体を形成する。封止体を製作しやすくするために、１
つの方式では、固定台座に若干の溝を設けて、溶解されたゴム材料の流動溝及び成形に用
いる。図５は、固定台座におけるイヤホン収納部１６とマイクロフォン接続部１７に対応
する一体化した封止体の構造模式図を示す。図５では、封止体の構造を明らかにするため
に、封止体の構造を独立して示すが、実際の試験装置において封止体は固定台座と一体化
しており、分解することができない。図５において、左イヤホン固定台座内の封止体（Ｌ
標記付き）及び右イヤホン固定台座内の封止体（Ｒ標記付き）が示されており、この両封
止体の構造は対称であり、その内部の中空の部分（イヤホンと標準マイクロフォンの連通
に用いられる）が試験イヤホンのチャンバ（該チャンバは貫通部内に形成される）を構成
する。図５の例示におけるイヤホン収納部の上端部が固定台座上面の相応する箇所をカバ
ーしている。
【００３１】
　イヤホン収納部にイヤホンの柄を配置するための溝１４が設置されており、該溝１４は
イヤホンの位置を固定させ、且つよりよくイヤホンをイヤホン収納部と密着させることに
役立つ。
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　さらに、本実施例において、固定台座に音の漏れ溝１５がさらに設置されており、音の
漏れ溝１５の位置はイヤホン収納部におけるイヤホンにある漏洩孔の位置に対応している
。即ち、バックチャンバに漏洩孔が設けられるイヤホンに対して、該イヤホンをイヤホン
収納部に収納した後、イヤホンの漏洩孔が音の漏れ溝１５に対応するようになる。音の漏
れ溝１５は、イヤホンをより一層固定台座と密着させることができるとともに、チャンバ
共鳴現象による試験結果への影響を避けることもできる。音の漏れ溝１５を設ける１つの
方式としては、音の漏れ溝１５の所在の方向がチャンバの中の音声伝達の方向と垂直にな
るとすることである。図５の音の漏れ溝１５は１つの例であり、イヤホン収納部（固定台
座）の上端部に設けられている。
【００３３】
　図６は、封止体と標準マイクロフォンの縦断面の模式図を示しており、標準マイクロフ
ォンと封止体との縦断面の構造模式図を示したが、固定台座の外周のステンレス部分を示
しておらず、断面図上部にグリッド標記した部分は固定台座内の封止体の縦断面部分（イ
ヤホン収納部１６及びマイクロフォン接続部１７を含む）である。図６に示した例におい
て、該封止体の図における点線以上の部分をイヤホン収納部１６と見なしてもよく、該封
止体の図における点線以下の部分をマイクロフォン接続部１７と見なしてもよい。
【００３４】
　図７は、イヤホンがイヤホン試験装置に配置されたときの全体構造模式図を示す。図７
から分かるように、イヤホン５がイヤホン収納部に配置され、チャック装置４のコレット
４０がイヤホン５をクランプしており、これにより、イヤホン５をイヤホン収納部におい
て適切な位置に安定させ、且つイヤホン５を緊密にイヤホン収納部と密着させる。イヤホ
ン５のイヤホン柄５０は固定台座１のイヤホン収納部のイヤホン柄を配置するための溝１
４に配置される。標準マイクロフォン３は固定用ブラケット２の孔を通して、固定台座１
内のマイクロフォン接続部に接続される。各部材を上述のように組み立てた後に、イヤホ
ンの音声性能に対して試験をスタートすることができる。
【００３５】
　実験証明により、本方案に提供されたイヤホン試験装置（左イヤホン固定台座及び右イ
ヤホン固定台座を含む）を用いて左右イヤホンに対する試験を行うとき、左右イヤホン試
験結果の一致性を0.2dB以内に、GRR（Gauge Repeatability and Reproducibility，量的
変数の反復性と再現性）を10%以下に達成させることができる。
【００３６】
　前記の説明により、本発明実施例に提供されたイヤホン試験装置は、封止体を用いて、
イヤホン外殻部に接触することを実現したイヤホン収納部、及び標準マイクロフォンに接
触することを実現したマイクロフォン接続部を介して、音声の漏れを有効に防止し、イヤ
ホン試験装置のシール性を保証することができ、これにより試験結果の精度を向上するこ
とできて、且つ、本方案は支持柱及び固定用ブラケットを介して固定台座の安定性を保証
することにより、イヤホン試験結果の安定性を向上することもできるということである。
【００３７】
　前記の説明は、あくまでも、本発明の好ましい実施形態であり、本発明の保護範囲は、
これに限定されるものではない。本発明の精神及び原則内で行われる如何なる変更、均等
な置き換え、改良などは、いずれも本発明の保護範囲に含まれるものとする。
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